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日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
７
月
３
日
最
終
本

会
議
に
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈

改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
案
を

本
会
議
に

提
案
し
ま

し
た
。
提

案
理
由
で

市

議

団

は
、
安
倍

政
権
は
7

月
1
日
国

民
大
多
数

の
反
対
の

声
に
背
き

集
団
的
自

衛
権
の
行

使
決
定
を

行

っ

た
。

こ
の
閣
議
決
定
は
、
半
世
紀
に
亘
っ
て
歴
代
の

内
閣
が
憲
法
９
条
の
も
と
で
海
外
で
の
武
力
行

使
は
許
さ
れ
な
い
と
し
た
見
解
を
180
度
転
換
す

る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
。
こ
れ
ま
で
の
政
府
見

解
は
、
憲
法
に
つ
い
て
見
解
が
対
立
す
る
問
題

が
あ
れ
ば
、
便
宜
的
な
解
釈
に
よ
る
も
の
で
な

く
、
正
面
か
ら
憲
法
改
正
を
議
論
す
る
こ
と
に

よ
り
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
筋
で
あ
る
と

し
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
閣
議
決
定
は
憲
法
解
釈
を
大
転
換
す

る
も
の
で
あ
り
、
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。
最
後
に
、
憲
法
９
条
を
守

る
立
場
に
た
っ
て
、
意
見
書
へ
の
賛
同
を
訴
え

ま
し
た
。
結
果
は
、
党
市
議
団
と
山
と
町
、
緑

の
党
計
７
人
の
賛
成
、
自
民
・
公
明
・
新
政
会
・

静
翔
会
・
維
新
な
ど
が
反
対
し
意
見
書
案
は
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
議
団
は
、
閣
議
決
定
は
さ
れ
ま
し
た
が
実

施
を
さ
せ
な
い
よ
う
世
論
と
運
動
を
強
め
る
決

意
で
す
。

⑵
　

３
才
児
は
35
人
以
下
の

　
　
　
　
　

ク
ラ
ス
編
成
が
基
準

　

「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
、
３
才
児
か
ら
学

級
編
成
の
対
象
に
な
り
、
１
学
級
の
園
児
数

は
、
35
人
以
下
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
現

在
３
才
児
は
、
20
人
が
上
限
に
な
っ
て
い
ま

す
。
基
準
の
大
幅
な
後
退
で
す
。
３
才
児
の

ク
ラ
ス
編
成
は
、
少
な
く
と
も
20
人
以
下
に

す
べ
き
で
す
。

⑶
　

職
員
の
配
置
基
準
は
後
退

　

静
岡
市
は
、
１
才
児
４
人
に
対
し
、
保
育

士
１
人
の
配
置
基
準
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

条
例
案
は
、
１
才
・
２
才
児
６
人
に
対
し
、

保
育
士
１
人
の
配
置
基
準
で
す
。
保
育
内
容

の
大
幅
な
後
退
で
す
。

⑷
　

保
育
料
以
外
の
上
乗
せ
徴
収
が
可
能
に

　

「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
、
保
育
料
以
外
の

上
乗
せ
徴
収
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
所
得

格
差
が
、
保
育
格
差
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、

「
上
乗
せ
徴
収
」
は
認
め
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
待
機
児
童
の
解
消
や
、
保
育
内
容

の
充
実
は
、
公
立
保
育
園
、
私
立
保
育
の
増

設
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

国
が
進
め
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
に
基
づ
き
、
静
岡
市
は
、
来
年
４
月

か
ら
全
て
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
を
認
定

こ
ど
も
園
と
、
小
規
模
保
育
事
業
に
移
行
す

る
た
め
の
条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

反
対
討
論
で
は
、
６
月
19
日
に
は
、
市
民

団
体
か
ら
１
万
２
２
０
０
名
余
の
署
名
が
、

市
長
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

示
し
、
①
市
民
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

②
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
全
て
を
「
認
定
こ

ど
も
園
」
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
児
童
福
祉

法
24
条
１
項
に
定
め
ら
れ
た
『
市
町
村
の
保

育
実
施
義
務
』
の
空
洞
化
を
招
き
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
保
育
規
準
が
大
き
く
後

退
さ
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の

理
由
を
述
べ
反
対
し
ま
し
た
。

⑴
　

市
の
保
育
の
実
施
義
務
が
後
退
し
か

ね
な
い

　

「
条
例
」
案
は
、「
静
岡
市
立
こ
ど
も
園
条
例
」

を
制
定
す
る
た
め
静
岡
市
立
保
育
所
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
安
易
な
公
立
保
育
園

廃
止
は
公
の
責
任
放
棄
に
な
り
ま
す
。

６月議会
報告特集

戦争する国づくりは許さない
―共産党市議団提出の意見書案が不採択に―

全
て
の
市
立
保
育
園
・

幼
稚
園
の
廃
止
に
反
対
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保
育
の
後
退
許
さ
な
い

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
で
市
に
要
請

　

静
岡
市
保

育
運
動
連
絡

協
議
会
が
、

来
年
度
子
ど

も
子
育
て
支

援
新
制
度
施

行
に
伴
い
、

市
に
要
請
を

行
い
約
40
人

が
参
加
し
ま

し
た
。

　

「
公
立
園

す
べ
て
を
廃

止
し
、
子
ど

も
園
移
行
は
止
め
て
」「
市
の
保
育
の
実

施
義
務
が
曖
昧
に
な
る
」「
保
育
士
の
配

置
基
準
の
後
退
は
ダ
メ
」
な
ど
、
保
護
者
、

保
育
士
の
立
場
で
訴
え
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
新
幹
線

　

建
設
予
定
地
を
視
察

　

日
本

共
産
党

市
議
団

は
７
月

８
、
９

日
、
リ

ニ
ア
新

幹
線
建

設
に
よ

る
残
土

置
き
場

予
定
地
を
視
察
し
ま
し
た
（
写
真
）。
リ

ニ
ア
新
幹
線
は
静
岡
市
内
の
南
ア
ル
プ
ス

議案への態度（主な会派） ○賛成　　×反対

議　　案 共産党 自民 新政会
（民主含む） 公明 静翔会

（みんなの党含む） 維新の会

子ども子育て支援新制度関連4議案 × ○ ○ ○ ○ ○
市税条例改正（法人税割の引き下げによる自治体間の調整、軽自動車税引き上げ） × ○ ○ ○ ○ ○
若者の雇用に関する請願 ○ × × × × ×
地域包括ケアシステム構築のための地域の実情に応じた支援を求める意見書 × ○ ○ ○ ○ ○
集団的自衛権行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める意見書 ○提案 × × × × ×

　

現
在
市
立
病
院
は
市
の
直
営
で
す
。

田
辺
市
長
は
昨
年
末
、
市
立
静
岡
病

院
の
経
営
形
態
を
地
方
独
立
行
政
法
人

（
独
法
）
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。
２
年
前
、
市
は
病
院
の
経

営
方
式
は
変
え
る
（
地
方
公
営
企
業
法

の
１
部
適
用
か
ら
全
部
適
用
に
）
も
の

の
、
引
き
続
き
直
営
堅
持
の
方
針
を
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
撤
回
し
、
今
回
独

法
化
へ
方
針
転
換
を
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
市
民
や
患
者
団
体
、

病
院
職
員
か
ら
な
ぜ
独
法
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
医
療
の
中
身
や
職

員
の
働
く
条
件
は
ど
う
な
る
の
か
等
多

く
の
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
問
題
点
を
解
明
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、「
静

岡
市
立
病
院
を
充
実
さ
せ
る
市
民
の

会
・
ス
タ
ー
ト
集
会
」
が
６
月
７
日
開

催
さ
れ
、
党
市
議
団
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
池
尾
正
氏
（
大
阪
府
堺

市
立
病
院
労
組
書
記
長
）
は
、
独
法

化
で
財
政
運
営
な
ど
自
由
度
は
高
ま
る

が
、
利
益
優
先
主
義
と
な
り
、
患
者
の

保
険
外
負
担
の
増
加
、
不
採
算
部
門
や

救
急
医
療
な
ど
の
確
保
に
問
題
が
出
て

い
る
、
職
員
の
賃
金
・
手
当
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
士
気
低
下
で
医
療
水
準
の
後

退
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
で
の
質
疑
討
論
で
は
、
当
病
院

で
働
く
看
護
師
か
ら
「
職
員
は
納
得
し

て
い
な
い
。
退
職
す
る
か
迷
っ
て
い
る

と
い
う
人
も
い
る
」、
す
で
に
10
年
前

独
法
化
さ
れ
た
静
大
職
員
か
ら
は
、「
学

長
の
独
裁
体
質
が
強
ま
り
、
大
学
の
自

治
が
な
く
な
っ
た
」、
５
年
前
に
独
法

化
さ
れ
た
県
立
病
院
の
職
員
か
ら
は
、

「
労
使
交
渉
で
が
ん
ば
り
、
賃
金
低
下

は
さ
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
職
員
の
増

員
は
な
く
、
患
者
負
担
も
じ
わ
じ
わ
増

え
て
い
る
」
な
ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
と
め
で
は
、
今
後
よ
り
充
実
し
た

医
療
を
提
供
す
る
自
治
体
病
院
の
役
割

を
果
た
さ
せ
る
た
め
、
市
民
レ
ベ
ル
の

論
議
を
盛
り
上
げ
、
会
の
運
動
を
い
っ

そ
う
強
め
て
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し

ま
し
た
。

山
岳
の
地
下
を
約
10
㎞
に
わ
た
っ
て
ト
ン

ネ
ル
通
過
の
予
定
。
そ
の
た
め
Ｊ
Ｒ
は
発

生
す
る
建
設
残
土
約
360
万
㎡
を
周
辺
の

７
ヶ
所
に
捨
て
る
予
定
で
す
。
し
か
し
南

ア
ル
プ
ス
は
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
急

峻
な
山
々
が
連
な
り
、
毎
年
約
４
ミ
リ
ず

つ
押
し
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
も
ろ
い
岩
質

で
崩
れ
て
い
る
危
険
な
場
所
で
す
。
大
井

川
の
川
床
は
崩
れ
た
土
砂
で
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
お
り
、
洪
水
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

現
地
視
察
で
改
め
て
建
設
計
画
の
無
謀
さ

を
肌
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。

教
育
長
へ
の
申
し
入
れ

　

６
月
４
日
清
水
区
役
所
で
内
田
隆
典
、

西
谷
博
子
両
市
議
と
藤
浪
義
浩
党
清
庵
地

区
委
員
長
は
、
日
本
共
産
党
の
「『
教
育

委
員
会
改
悪
法
』
に
反
対
す
る
国
民
的
共

同
を
よ
び
か
け
ま
す
」
の
提
言
に
つ
い
て

懇
談
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
提
言
は
読
ま
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
話
し
、
教
育
委
員
会
の
活
動

を
、
活
発
な
意
見
が
交
流
す
る
会
議
の
模

様
や
学
校
訪
問
、
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
情

報
交
流
、
地
域
と
の
連
携
の
必
要
な
ど
が

紹
介
さ

れ
、
現

在
の
教

育
委
員

会
制
度

で
の
問

題
は
特

に
指
摘

さ
れ
ま

せ
ん
で

し
た
。

市
立
病
院
の
独
法
化
で
医
療
は

守
れ
る
の
か
？ 

―
市
民
の
会
が
発
足

市民の会・スタート集会
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つ
い
て
、
③
三
保
松
原
観
光
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

市
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

 

公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
廃
止
、

　
　

認
定
子
ど
も
園
移
行
は
違
法

　
　
　

一
問
一
答
で
質
問　

静
岡
市
は
、

来
年
度
か
ら
の

子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
施

行
に
伴
い
、
市

立
幼
稚
園
・
保

育
園
全
て
を
認

定
子
ど
も
園
に

移
行
（
公
立
園

の
廃
止
）
を
今
議
会
に
、
条
例
提
案
し
ま
し
た
。
公
立

園
廃
止
は
静
岡
市
だ
け
で
、
全
国
の
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。

　

市
立
保
育
園
が
廃
園
と
な
り
、
子
ど
も
園
に
移
行
す

れ
ば
、
保
育
の
実
施
義
務
を
担
う
の
は
、
私
立
保
育
園

の
み
と
な
る
危
惧
が
生
じ
ま
す
。
市
立
園
廃
止
は
、
保

護
者
、
幼
稚
園
・
保
育
関
係
者
の
理
解
・
合
意
は
な
く
、

一
方
的
な
廃
園
に
市
民
、
保
護
者
の
怒
り
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

鈴
木
せ
つ
子
議
員
は
一
問
一
答
で
、
合
意
の
な
い
公

立
園
廃
止
の
問
題
点
を
質
し
ま
し
た
。

　

Ｑ　

市
民
合
意
の
な
い
一
方
的
保
育
園
の
廃
止
、
保

育
の
解
除
が
問
わ
れ
て
い
る
。
保
育
の
実
施
を
決
定
し

た
ら
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
、
決
定
さ
れ
た
保
育
所
で

保
育
を
受
け
る
権
利
が
保
護
者
・
子
ど
も
に
あ
る
。
一

方
的
な
公
立
保
育
園
廃
止
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

Ａ　

保
育
園
と
子
ど
も
園
は
異
な
る
施
設
だ
が
、
保

育
を
行
う
施
設
と
し
て
変
わ
り
は
な
い
。
教
育
・
保
育

の
一
体
的
提
供
で
、
市
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い

く
。

　

市
は
、
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
を
ま
と
も
に
受
け
止
め

て
い
ま
せ
ん
が
、
新
制
度
に
な
っ
て
も
、
保
育
制
度
後

退
を
許
さ
ず
、
保
育
料
負
担
増
、
保
育
基
準
後
退
を
さ

せ
な
い
た
め
、
全
力
あ
げ
ま
す
。

め
ま
し
た
。

 

介
護
保
険
要
支
援
１
，
２
の

　
　

サ
ー
ビ
ス
後
退
さ
せ
る
な

　

医
療
介
護
総

合
推
進
法
が
こ

の
国
会
で
強
行

さ
れ
、
要
支
援

１
、
２
の
人
の

サ
ー
ビ
ス
が
保

険
か
ら
外
さ

れ
、

要

介

護

1
，
2
が
原
則

特
養
ホ
ー
ム
入
所
資
格
を
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

削
ら
れ
る
要
支
援
1
，
2
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

は
、
市
の
地
域
支
援
事
業
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
と
の

質
問
に
、
こ
れ
ま
で
の
水
準
を
後
退
さ
せ
な
い
よ
う
努

力
す
る
と
の
回
答
で
し
た
。

　

特
養
ホ
ー
ム
入
所
が
で
き
な
く
な
り
、
介
護
難
民
が

増
加
す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
充
実
さ
せ
、
一
体
的
な
支
援
体
制
に
よ
る
本
人
の

目
標
に
合
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
の
答
え
で
し
た
。

　

今
後
の
担
い
手
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
支
援
体
制
が
整
う
の
か
、
人
材

が
揃
う
の
か
、
質
・
量
の
低
下
は
な
い
の
か
、
保
障
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

　
　

抜
本
的
充
実
・
改
善
を

　

子
育
て
支
援
の
も
う
一
つ
の
柱
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
（
学
童
保
育
）
が
あ
り
ま
す
。
法
律
で
は
、
市
町
村

の
実
施
責
任
の
強
化
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
の
義
務
付
け
、
指
導
員
の
処
遇
改
善
、
人
材
確

保
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

当
局
は
、
こ
れ
ら
を
来
年
度
施
行
の
前
提
で
9
月
議

会
で
条
例
化
し
た
い
旨
答
え
ま
し
た
。
実
効
あ
る
内
容

と
す
る
た
め
に
今
後
当
局
と
話
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

厚
生
委
員
会
で
は

　

厚
生
委
員
会
は
11
議
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
未
来
局
か
ら
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
関

す
る
５
つ
の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
、
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
食
事
の
提
供
は
、

園
内
調
理
を
義
務
づ
け
る
一
方
で
、
『
食
事
の
提
供
の
特

例
』
を
設
け
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
現
在
市
内
の
公
・

私
立
保
育
園
で
、
給
食
の
外
部
搬
入
を
行
っ
て
い
る
園

が
あ
る
の
か
質
し
た
と
こ
ろ
、
「
一
園
も
な
い
」
と
答
弁
。

今
回
提
出
さ
れ
た
「
条
例
」
が
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
行
政

の
後
退
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
問
題
の
多
い
「
条
例
」
案
の
た
め
、
十
分
な
審

査
が
望
ま
れ
ま
し
た
が
、
「
条
例
」
に
関
す
る
質
問
を
始

め
る
と
、
「
そ
の
質
問
は
、
本
会
議
で
や
っ
て
い
る
。
答

弁
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
同
じ
質
問
を
く
り
か
え
す

な
」
と
、
委
員
会
審
査
を
軽
視
す
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
若
者
の
雇
用
に
関
す
る
請
願
」
に
対
す
る

賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
民
主
青
年
同
盟
静

岡
県
委
員
会
が
、
青
年
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
そ
れ
を
も
と
に
請
願
し
た
も
の
で
す
。

　

請
願
の
内
容
は
、
①
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ　

②
残
業
時
間
の
上
限
規
制
と
異
常
な
長
時
間
労

働
と
過
労
死
を
防
ぐ
対
策　

③
労
働
基
準
監
督

員
の
増
員　

④
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
の

4
項
目
に
つ
い
て
国
に
対
し
意
見
書
を
上
げ
て

ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
地
域
の
賃
金
水
準
を
形
成
し
て

い
く
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
基
準
法
が
し
っ
か
り
遵
守
さ
れ
て
い
る

か
、
そ
れ
を
監
視
し
指
導
す
る
の
が
労
働
基
準

監
督
官
で
す
。
監
督
官
の
数
が
圧
倒
的
に
不
足

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
34
カ
国
中
、
学
費
無
償
と

給
付
制
奨
学
金
の
な
い
の
は
唯
一
日
本
だ
け
で

す
。
返
済
は
利
子
を
含
め
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

党
議
員
団
は
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

他
党
会
派
は
、
趣
旨
は
理
解
す
る
と
い
い
な

が
ら
採
決
で
は
反
対
、
若
者
の
切
実
な
願
い
を

無
視
し
ま
し
た
。

若
者
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
国
に
意
見
書
上
げ
よ

寺尾　昭 議員

鈴木せつ子 議員

請願の趣旨説明を行う民主青年同盟委員長
市当局に申し入れ
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清
水
病
院
の
診
療
科
目

　
　
　
　
　
　

充
実
を
求
め
る

　

清
水
病
院
の

診
療
科
目
の
現

状
を
質
す
と
共

に
、
７
月
以
降

医
師
の
退
職
等

で
清
水
病
院
と

し
て
透
析
患
者

へ
の
対
応
が
充

分
で
き
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
対
し
充

分
な
対
応
が
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

病
院
局
長
は
、
診
療
科
目
に
つ
い
て
は
本
年
４
月
現

在
、
25
の
診
療
科
目
の
う
ち
常
勤
医
師
が
不
在
の
診
療

科
は
、
精
神
科
、
循
環
器
内
科
、
呼
吸
器
外
科
及
び
耳

鼻
咽
喉
科
の
４
科
。
７
月
か
ら
は
内
科
の
う
ち
、
腎
臓

内
科
に
お
い
て
常
勤
医
師
が
不
在
と
な
る
。
透
析
患
者

に
つ
い
て
は
、
７
月
以
降
応
援
医
師
に
よ
る
診
療
体
制

を
確
保
し
、
現
在
週
３
ク
ー
ル
あ
る
透
析
治
療
の
う
ち
、

週
２
ク
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
の
再

開
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
完
全
再
開
に
は
常
勤
医
師
の

確
保
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
大
学
病
院
へ
の
医

師
派
遣
の
依
頼
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
共
に
、
今
後

の
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け
て
、
多
面
的
な
検
討
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
質
問
で
は
①
地
方
独
立
行
政
法
人
化
の
問

題
点
、
②
三
保
地
区
へ
の
観
光
バ
ス
入
込
へ
の
対
応
に

 

３
次
総
の
め
ざ
す
都
市
像
は

 

「
世
界
に
輝
く
静
岡
」
で
な
く

 
「
福
祉
と
防
災
の
ま
ち
静
岡
」
を

　

田
辺

市
長

は
、
27
年
度
か

ら
の
３
次
総
合

計
画
案
の
め
ざ

す
都
市
像
を

「
世
界
に
輝
く

静
岡
の
実
現
」

と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
静

岡
ら
し
さ
や
地
域
特
性
を
持
っ
た
、
「
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
福
祉
と
防
災
の
ま
ち
静
岡
」
の
ほ
う
が
め

ざ
す
姿
が
は
っ
き
り
し
て
市
民
に
な
じ
め
る
も
の
だ
と

提
案
し
ま
し
た
。

 

「
浜
岡
原
発
は
再
稼
働
止
め

　
　
　
　

廃
炉
を
」
意
思
表
明
を

　

５
月
の
大
飯
原
発
再
稼
働
の
差
し
止
め
判
決
で
は
、

250
キ
ロ
圏
の
住
民
の
人
格
権
侵
害
の
危
険
、
想
定
を
超

え
る
地
震
に
よ
る
事
故
の
可
能
性
、
運
転
停
止
に
よ
っ

て
被
害
拡
大
の
要
因
の
多
く
が
除
去
で
き
る
点
、
な
ど

が
再
稼
働
を
認
め
な
い
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
浜

岡
原
発
事
故
か
ら
市
民
の
命
と
財
産
、
都
市
を
守
る

最
大
の
危
機
管
理
は
再
稼
働
せ
ず
廃
炉
に
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
立
場
を
市
と
し
て
意
思
表
明
す
べ
き
だ
と
求

 

「
認
定
こ
ど
も
園
」

　
　

保
育
規
準
後
退
さ
せ
る
な

　

「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新

制
度
」
に
つ
い

て
、
認
定
こ
ど

も
園
に
関
す
る

７
項
目
の
質
問

か
ら
２
項
目
に

つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　

新
た
な
制
度
で
、
障
害
が
あ
る
子
ど
も
の
優
先
利
用

に
つ
い
て
、
保
護
者
の
就
労
状
況
に
か
か
わ
り
な
く
「
保

育
の
必
要
性
の
認
定
」
を
行
う
の
か
、
質
し
ま
し
た
。

答
弁
は
「
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
優
先
的
に
利
用
調
整

を
行
う
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

又
、
新
制
度
の
保
育
時
間
は
、
保
護
者
の
就
労
状
況

に
よ
り
「
保
育
短
時
間
（
８
Ｈ
）
」「
保
育
標
準
時
間

（
11
Ｈ
）
」
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
パ
ー

ト
勤
務
の
場
合
は
、
園
で
定
め
る
「
保
育
短
時
間
」
の

枠
内
に
収
ま
ら
な
い
場
合
が
出
て
き
ま
す
。
ど
う
す
る

の
か
質
し
ま
し
た
。

　

答
弁
は
、
「
保
育
時
間
は
、
各
園
で
決
め
る
も
の
。

保
育
短
時
間
の
場
合
、
複
数
の
時
間
帯
で
も
構
わ
な
い
」

と
い
う
も
の
で
す
。
園
に
と
っ
て
は
、
複
雑
な
時
間
管

理
に
な
り
ま
す
が
、
保
護
者
負
担
の
延
長
保
育
料
を
請

求
し
な
く
て
も
済
む
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

厚
生
委
員
会
で
は

山本明久 議員

内田りゅうすけ 議員

清
水
み
な
と
祭
り
に

　

自
衛
隊
武
器
展
示
や
め
よ

　
　

市
と
実
行
委
に
申
し
入
れ

　

清
水
み
な
と
祭
り
で
自
衛
隊
武
器
を
展

示
、
体
験
乗
船
す
る
こ
と
に
対
し
、
中
止

す
る
よ
う
、
市
民
団
体
と
党
議
員
団
が
、

市
と
実
行
委
員
会
に
対
し
て
、
７
月
14
日
、

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
、
政
府
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

容
認
し
、
海
外
で
の
武
力
行
使
に
踏
み
出

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
海
外
振
興
の
願
い

か
ら
始
ま
っ
た
み
な
と
祭
り
に
自
衛
隊
装

備
の
展
示
は
平
和
を
願
う
市
民
の
感
情
を

逆
な
で
す
る
も
の
で
、
中
止
す
べ
き
と
申

し
入
れ
ま
し
た
。

　

応
対
し
た
観
光
シ
テ
イ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
部
長
、
課
長
は
、「
自
衛
隊
装
備
の
展
示

は
、
自
衛
隊
法
119
条
に
定
め
ら
れ
た
広
報

宣
伝
の
範
囲
内
で
許
容
し
て
お
り
、
戦
争

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
は
調
整
す
る
よ

う
、
指
導
す
る
」「
皆
さ
ん
の
要
請
は
市
長

に
伝
え
、
来
年
度
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
」

と
応
じ
ま
し
た
。

　

静
岡
市
は
、
国
連
軍
縮
会
議
を
開
催
し
、

平
和
市
長
会
に
参
加
し
て
お
り
、
平
和
行

政
を
率
先
し
て
進
め
る
べ
き
と
重
ね
て
申

し
入
れ
ま
し
た
。

西谷ひろ子 議員

公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
廃
止
、
市
立
病
院
の

独
法
化
や
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
る
な

　

「
福
祉
と
防
災
の
静
岡
」
へ

みなと祭り実行委員会に申し入れ


